










コンピュータシミュレーションで
大気汚染現象を解析・予測

光化学スモッグやPM2.5などの大気汚染
が、世界的な問題になっている。その原因は、
自動車や工場から排出されるガスなど、人間
の生活や生産活動によるものだ。大気汚染
は、国境を越えて人間の生活や健康を脅か
すだけでなく、自然の生態系にもさまざまな
影響を及ぼすため、地球規模で一刻も早い
対策が求められている。それに貢献するため、
櫻井達也教授はデータサイエンスを用いて大
気汚染現象を解析・予測する研究に取り組ん
でいる。
「大気汚染は複合的な要因で発生するた
め、発生源を特定するのは簡単ではありませ
ん。それに加えて、例えば自動車の排気ガス
を半分に減らしたら、どのくらい大気汚染が

改善されるか、実際に試すことはできません。
そこで私たちは、コンピュータシミュレーショ
ンによって、仮想空間上でさまざまな発生源
が大気汚染にどの程度影響を及ぼしている
のかを推測したり、汚染物質が高濃度化して
いくメカニズムを解析し、大気汚染の解決策
を見出したりしようとしています」。その一つ
として、夏季に首都圏で高濃度の光化学オキ
シダント（Ox）が発生した現象に着目。観測
データをもとに数値シミュレーションを構築
し、解析を行った。
精度の高いシミュレーションモデルをつく
るためには、どのような情報をインプットす
るかが重要になる。櫻井教授らは、気象庁
の気象観測データの他、船舶からの排出量
など、想定されるさまざまな発生源のデータ
を組み込み、大気汚染現象を表す三次元シ
ミュレーションモデルを構築した。「三次元
モデルから、約2km上空にまで高濃度のOx

が出現していることが見て取れました。また
風によってOxがどのように頒布していくかも
予測することができました［図1］。国内には
1000地点以上の気象・大気汚染の観測ポイ
ントがありますが、いずれも地表付近の状況
しか観測できません。本研究によって、観測
できない高度の大気の汚染状況を推測するこ
とが可能になりました」
さらに櫻井教授は、現実の観測データと比
較することで、数値シミュレーションにどの
程度再現性があるのかも検証している。「天
気予報と同じで、精度が悪いとモデルとして
の信頼性が揺らいでしまいます。そのため実
データと照らし合わせて違いを分析し、シミュ
レーションの改善につなげています」と言う。
比較対象としては通常、国などの観測デー
タを用いるが、時には気球やドローンを使っ
て独自に観測も実施する。本研究では、観
測気球を成層圏まで飛ばし、約 10ｍ間隔で
Oxの濃度を観測し、数値シミュレーション
との比較分析を行った［図2］。

大規模な観測データから
機械学習で大気汚染を予測する

また近年、AIや IoTの進化によって大量の
データの解析が可能になっている。櫻井教授
も、機械学習を用いて過去の観測データから
大気汚染を短期的に予測する研究に着手して
いる。株式会社カズテクニカの協力を得て、
大規模データ解析ソフトのTIBCO Spotfire

を活用した共同研究をスタートさせた。
ソフトを用いて過去の観測データを機械学
習させ、Ox濃度の時間変動予測モデルを作
成した。その結果、高い精度で1～ 3時間
後の大気汚染状況の予測に成功した［図3］。
「現在、より高精度な大気汚染予測システム
を開発しようと、研究室の学生と一緒に取り
組んでいます」

海を航行する船の排ガスが
大気汚染の原因に

「大気汚染には、地上だけでなく海を航行
する船舶が排出するガスも甚大な影響を及ぼ
しています」と指摘する櫻井教授。例年の国
の調査で、国内で瀬戸内地方だけ際立って環
境基準の達成率が低く、ひどい大気汚染が
続いていることが明らかになっている。原因

究明に乗り出した櫻井教授らが行き着いたの
が、瀬戸内工業地帯と船舶だった。「原油は、
LPガスやガソリン、軽油などに使われた後、
最後に重油が残り、大型船舶の燃料として使
われています。重油はコストが安い反面、燃
焼の際に生じる硫黄酸化物（SOx）などが環
境汚染の原因になることが問題となってきま
した」

2018年、汚染防止のための国際条約が改
正され、2020年1月から船舶燃料に関する
規制が強化され、より厳しい排気ガス規制が
課せられることとなった。そこで櫻井教授ら
は、環境省のプロジェクトの採択を得て、条
約施行の前後で大気汚染濃度を比較し、規
制の効果を確かめる研究に取り組んだ。
瀬戸内海の大気汚染状況を知るために、
観測とコンピュータシミュレーションの両方
で調査を実施した。瀬戸内海とその周辺に観
測装置を設置。2019年と2020年に大気中

のSOxやPM2.5の濃度を観測するとともに、
船からの排ガス量とその影響を推計した［図
4］。「分析の結果、条約施行を挟んで、大気
質の大幅な改善効果が確認されました」
データサイエンス分野では目覚ましい勢い
で技術革新が進んでいる。櫻井教授は最新
のテクノロジーや情報を更新しながら、地球
環境保全に寄与する研究を続けていく。

櫻井 達也
SAKURAI Tatsuya

データサイエンス学環
理工学部 総合理工学科
教授 / 博士（理学）
大気科学研究室

神奈川県出身。趣味はガーデニング、スポーツクラブ、サウナ、マッサージ。座右
の銘は「今この人生を、 もう一度そのまま繰り返しても良いという生き方をしてみよ

（ニーチェ）」。今興味があるのは株式投資。経済学にも挑戦してみたい。

コンピュータシミュレーションで
大気中の光化学オキシダント濃度を推定
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大気汚染の解決に挑む

図 1：大気汚染現象の数値シミュレーション解析。赤い
部分、約 2km上空にまで高濃度のOxが出現している。

図2：上層大気のゾンデ観測（2016 ～ 2018年）

図3：ディープラーニングに基づく光化学オキシダント（Ox）濃度の時間変動予測の例
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図4：船舶からの大気汚染物質排出量の推計

図 5：ゼミナールの様子
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魔法のようなインタラクティブメディアを制作。魔法のようなインタラクティブメディアを制作。
人とモノとの新しい関わりを追求する。人とモノとの新しい関わりを追求する。水面を自力で動くイオンゲルがおもしろい。水面を自力で動くイオンゲルがおもしろい。

多様な形のゲルの挙動を調べる研究に夢中。多様な形のゲルの挙動を調べる研究に夢中。

発信する側から受信する側へ、情報が一方向に流れるのではなく、情報技
術を使って、人や情報、モノ、環境を相互につなげることが可能になっていま
す。そうしたインタラクティブメディアを研究する尼岡研究室で、兼松美羽さ
んと圓山風夏さんは、先輩・後輩として共に学んでいます。
圓山さんの関心は、インタラクティブメディアをアート表現に応用すること
です。学部時代には、音声に反応して、自動でレコードのような渦を描くドロー
イングシステムを開発しました。音量が大きくなるほど、機械で制御したペン
の筆致が太くなるのが特徴です。「手描きの良さを生かしながら情報技術を取
り入れ、新しいアート、かつ視聴覚表現を創り出したいと思いました」と語り
ます。
兼松さんは、建築や空間に興味を持っています。差し込む光や見る角度に
よって色や表情が変わるダイクロイックフィルムを使って、「風」を光で表現す
ることに挑戦しました。外に設置したセンサーで風を感知、空気の揺らぎを
光で表現し、部屋に投影。室内にいながら、風を目で見て感じられる仕組み
をつくりました。「インタラクティブメディアの一番の魅力は、人の反応が返っ
てくるところ。同じメディアでも、反応は人によって千差万別です。それもお
もしろいと思っています」と兼松さん。圓山さんは「現実世界で体験できる魔
法」と、その魅力を表現します。
二人は、2024年、アメリカ・ニューヨーク大学で毎年開催されている「ITP
キャンプ」に参加しました。6月の1か月間、世界中から集まったアーティスト
やプログラマー、クリエイターなどとともに、最先端の講演を聞いたり、もの
づくりに取り組んだり、多様な人とのコラボレーションを体験。「異なる国の
人と交流し、一緒にワークショップを行うことを通じて、視野が大きく広がり
ました」と二人。学内外の多様な経験が、研究にもつながっています。

イオンのみで構成されるイオン液体を含んだゲルを水面に浮かべると、何
も力やエネルギーを加えていないにもかかわらず、ゲル自ら動き出す。「自己
推進型イオンゲル」と名付けられたこの不思議なゲルを発見した古川一暁教
授の研究室で学んでいる髙山雪音さんと金子和暉さん。
「学部3年生の時に、初めてイオンゲルを見て、生き物でもないのに自分で
動くなんて、おもしろい！と思いました」と、髙山さんは古川研究室を選んだ
理由を語ります。4年生の時には、イオンゲルを直径約6㎜の円形や三日月
形などさまざまな形に加工し、それがどのように動くのかを研究しました。
金子さんは「物理と化学を融合した研究に取り組んでみたい」と、他大学か
ら明星大学の修士課程に進学しました。現在は、髙山さんの研究とは違った
自己推進型イオンゲルの挙動に注目しています。「長方形に切ったイオンゲル
の中心に穴を開け水面に垂直に立てた回転軸に通すと、イオンゲルが軸を中
心にグルグル回転します。現在は、その回転方向を制御できないかと考えて
います。イオンゲルに砂鉄を混ぜて、磁石の力でイオンゲルの回転方向や回
転速度を制御する実験に取り組んでいます」
現在髙山さんは、これまでの研究をさらに発展させ、複数の自己推進型イ
オンゲルを一度に水面に浮かべた場合の挙動を調べています。「水を張った
シャーレにイオンゲルを5個、あるいは10個浮かべたら、どうなるだろう。
シャーレの代わりに円環状の流路に入れてみたら、どんな動きを示すだろう。
想像しながら実験するのが、楽しくて仕方ありません」と目を輝かせます。そ
んな髙山さんに刺激を受けている金子さん。「私もしっかり結果を出して、学
会発表にもチャレンジしたい。将来は研究職に就くのが目標です」と語ります。
「いつか教員になって、子どもたちに理科の楽しさを教えたい」と髙山さん。
それぞれの目標に向かって、研究に邁進しています。

圓山 風 夏 
MARUYAMA Funa

情報学研究科（大学院） 
情報学専攻 博士前期課程 1年生 
インタラクティブメディア研究室

髙山 雪音 
TAKAYAMA Yukine

理工学研究科（大学院） 
物理学専攻 博士前期課程 1年生 
ソフトマター物理研究室

兼松 美羽 
KANEMATSU Miu 

情報学研究科（大学院） 
情報学専攻 博士前期課程2年生 
インタラクティブメディア研究室

金子 和暉 
KANEKO Kazuki 

理工学研究科（大学院） 
物理学専攻 博士前期課程 1年生 
ソフトマター物理研究室

オープンラボは3D プリンターなど工作機器が揃う充実の創作スペース。

複数の自己推進型イオン
ゲルを一度に水面に浮か
べる、髙山さんの研究。

音声入力を視覚に変換する
圓山さんの卒業制作。マイ
クで音を拾って、大型プロッ
ターでレコードみたいなぐる
ぐるを描く。音の大小によっ
て様々なドローイングが生
まれる。

風とダイクロイックフィルム
を使った兼松さんの作品。
床に照らされた光が風の動
きを表現している。

長方形に切ったイオンゲルの中心に穴を開け水
面に垂直に立てた軸に通すと、イオンゲルが軸
を中心にグルグルとすごい勢いでまわり出す。

理工学部
School of Science and 

Engineering

情報学部
School of Information Science
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大学・大学院での研究について教えてください。

吉岡　大学4年生から修士課程2年生まで、櫻井達也先生の研究室で、大気
汚染について研究しました。中でも光化学スモッグの原因となる光化学オキシ
ダント（Ox）に着目し、櫻井先生がメンバーの一人である環境省の研究プロジェ
クトに関わらせていただきました。その中でコンピュータシミュレーションを使
い、大気中のOx濃度が高くなる原因の解明を試みました。また観測気球を
飛ばして、実際に大気中のOx濃度を測定し、シミュレーションの精度検証も
行いました。

伊藤　私は別の研究プロジェクトで、瀬戸内海の大気汚染物質状況について
研究しました。瀬戸内海は船舶の航行密度が高いので、船舶排ガスの排出状
況のマップ化に取り組んだり、船舶に乗船して大気濃度を測定したりするなど、
現地調査はとても良い経験になりました。2年先輩の吉岡さんは、目標であり
憧れの存在です。研究でわからないことがあると、まず吉岡さんに相談し、ア
ドバイスをいただいていました。

吉岡　二人とも大気環境学会に積極的に参
加し、それぞれ発表・論文で受賞しました。
そのような成果もあり、日本学生支援機構か
ら特に優れた業績を挙げた者として、奨学金
の全額返還免除の認定を受けました。

今のお仕事について教えてください。

吉岡　大学時代にインターンシップを経験してその仕事の面白さに惹かれ、日
本エヌ・ユー・エス株式会社に入社しました。現在は環境コンサルタントとし
て、クライアントの依頼に応じて大気環境のシミュレーションを行ったり、自
治体や企業の方々に気候変動問題や大気環境対策について、わかりやすく理
解してもらえるような普及啓発の業務を担っています。

伊藤　私も株式会社エックス都市研究所で環境コンサルタントとして仕事をし
ています。主に大気汚染物質のほか、大気に排出される残留性有機汚染物質
や水銀などさまざまな化学物質について、排出状況のマップ化や排出抑制対
策の提案、支援などを行っています。

大学・大学院で学んで役立っていることはありますか。

吉岡　大学・大学院での学びや研究が今の仕事に直結しているので、専門知
識や話すスキルなど、今に生きていることはたくさんあります。特に良かったの
は、国際学会で発表したことや、論文を執筆し、学会誌に掲載された経験です。
その中で研究者や専門家の方々との人脈を得たことも、財産になっています。

伊藤　私も、論文の執筆は本当に大変でしたが、今でも業務のヒアリング先で、
私の論文を読んで名前を知っていてくださる方から声をかけていただくこともあ
ります。専門性を身につけられただけでなく、大学院で研究者として業績を積
んだことが、仕事をする上でも大きなアドバンテージになっていると感じます。

お二人とも学会や行政の委員会運営でも活躍されていますね。

吉岡　櫻井先生にお誘いいただいて、今年から学会やセミナーの運営などに
も携わっています。櫻井先生や伊藤さんと再び一緒に仕事ができるのは嬉しい
です。でも会議などで発言する時は、先生や後輩の前で成長した姿を見せな
ければと、いつも以上に緊張しています（笑）

伊藤　私も、櫻井先生と吉岡さんと同じ専門分野で再会でき、これほどやり
がいのあることはありません。これを機に、吉岡さんと食事に行ったりして、
いろいろな話をするのも楽しいです。

株式会社エックス都市研究所

伊藤 美羽 さん

2019年 理工学部 総合理工学科卒業
2021年 理工学研究科 環境システム学専攻修了
第60回大気環境学会年会 ベストポスター賞（2019年）
大気環境学会 論文賞（技術調査部門）（2021年）

卒業生

地元・飛田給（調布市）の味の素スタジアムは
構造への関心のきっかけとなった建築。

卒業制作はレシプロカル構造を使ったジオデ
シックドーム。構造解析を行い、これから模
型も作る。

日本エヌ・ユー・エス株式会社

吉岡 実里 さん

2017年 理工学部 総合理工学科卒業
2019年 理工学研究科 環境システム学専攻修了
第59回大気環境学会年会 ベスト発表賞（2018年）
大気環境学会 論文賞（学生・若手部門）（2019年）

卒業生

データサイエンスを使って環境解析や評価を行うデータサイエンスを使って環境解析や評価を行う
櫻井達也教授の研究室で、櫻井達也教授の研究室で、
先輩・後輩として共に過ごした先輩・後輩として共に過ごした
吉岡実里さんと伊藤美羽さん。吉岡実里さんと伊藤美羽さん。

環境コンサルタントとして活躍する現在、環境コンサルタントとして活躍する現在、
大学・大学院での学び・研究が大学・大学院での学び・研究が

キャリアに生きていることを実感している。キャリアに生きていることを実感している。

構想中の卒業制作はこん
な形になる。小さい素材
を組み合わせて構築する
レシプロカル構造は、今
のトレンド。

松尾研究室のメンバーと。

京王線飛田給駅や味の素スタジアムなど、自宅近くにユニークな構造の
建物があることから、いつしか建築構造に興味を持つようになりました。だ
から、構造デザインを研究する松尾研究室を選ぶことに迷いはありませんで
した。
現在注目しているのが、レシプロカル構造の木造建築です。レシプロカル
構造とは、製材で骨組みを組み上げる際に、部材同士が互いに支持し合い、
立体的なバランスを保つ構造形式です。一つの接点に部材が集中するのを
避けることで、短い製材を組み合わせて、曲面などのおもしろい立体構造を
つくり出すことができます。
卒業研究では、レシプロカル構造の構造設計に挑戦しています。Auto

CADを使って設計し、モデルを作製。さらに構造解析を行い、力が加わっ
た時にどのように変形するのか、あるいはどの部分が壊れやすいかなどを検
証します。これまでに見たことがない構造でありながら、なおかつ合理的で
美しいデザインを探るのが、難しくもおもしろいところです。実際に建物を
建てるには、デザインだけでなく、強度やコストについても考えなければな
りません。試行錯誤を繰り返し、「これだ」と思える構造を設計できた時の
達成感は格別です。
大学の授業以外にも、構造設計事務所でアルバイトを行い、実践を通じ
た学びにも力を入れています。構造設計をお手伝いする中で、1・2年生の
授業で学んだ知識が役立つことを実感し、基礎知識をしっかり身につける大
切さを感じています。
難しい構造デザインほど、「チャレンジしてやろう」という意欲が湧きます。
将来は、複雑な構造や誰も見たことのない構造をデザインするのが目標です。

レシプロカル構造のレシプロカル構造の
美しい構造デザインに挑戦。美しい構造デザインに挑戦。
難しい課題ほどチャレンジ意欲が湧く。難しい課題ほどチャレンジ意欲が湧く。

2019大気環境学会でそれぞれ論文賞とポスター賞を受賞！

建築学部
School of Architecture

国本 浩昂
KUNIMOTO Hirotaka

建築学部 建築学科 4年生
構造デザイン・空間構造研究室
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日本一のニュータウン、
多摩ニュータウン

建築学部・深井先生×もんでんゆうこさんの

多摩地域まち歩き #01

大学近辺をまち歩きして紹介する今回の企画、最初は多摩ニュータ
ウン（以下、NT）をご紹介したいと思います。多摩NTは1960年代の
首都圏における人口拡大によって発生していた郊外部のスプロール化
＊1）に対処するために、良好な市街地の形成を目的として1965年に閣
議決定されて以来、約40年＊2）にわたって開発が進められてきた日本
で最大規模のNTであるとともに、街づくりのリーディングプロジェク
トとして位置付けられ、都市のインフラ整備から、様々な住戸タイプ
の供給まで、先進的な街づくりへのチャレンジが試みられてきました。
多摩NTは、ジブリ映画「平成狸合戦ぽんぽこ」で描写されているよ
うに、当時田畑や山林が広がっていた多摩丘陵を切り開いて開発され
ました。そのため、全体としては山だった部分を削り、その土で谷だっ
た部分を埋めることで高低差を減らして、山の部分はさまざまな形態

の住宅地と歩行者空間、谷の
部分はメインの車道といった
形で自然地形を活かした立体
的な歩車分離構造になってい
ます。そのため、駅から歩行
者専用道路である緑道を伝っ
て横断歩道なしで歩行できる
空間が形成されています。ま
た、鉄道は川沿いの谷地を
走っており、独特の景観を形
成しています。

今回は、高低差のあるこの地域で一番低い多摩センター駅からパ
ルテノン多摩までの、街のシンボルとも言える駅前のペデストリアン
デッキの坂を進み、パルテノン多摩の階段を登り、多摩中央公園に出
ます。多摩中央公園を抜けると、そこから先は住宅エリアに入りますが、
そこに見えるのは、ストリート型住棟と呼ばれる形で住宅エリアの入
口としてデザインされたプロムナード多摩中央が迎えてくれます。この
住宅はプラス1住宅と呼ばれ、街に開いたフリースペースと呼ばれる部
屋がついています。

前述の通り、多摩NTにはさまざまな形態の住宅地があり、低層の
タウンハウスや中層の住棟を横目に見ながら緑道を進むと、小高い山
のある鶴牧東公園にでます。ここに登ると近隣の団地の屋根の景観が
一望できて、非常に景色が良いですが、実はこの山は、前述の谷を埋
める際に余った土を使って作った人工の山なのです。
今回はほんの一部をご紹介しましたが、多摩NTに広がる緑のネッ
トワークは総延長が40kmを超えていると言われています。ぜひ一度、
さまざまな住宅を見ながら散歩をしてみてはいかがでしょうか。

のある鶴牧東公園にでます。ここに登ると近隣の団地の屋根の景観が
一望できて、非常に景色が良いですが、実はこの山は、前述の谷を埋
める際に余った土を使って作った人工の山なのです。
今回はほんの一部をご紹介しましたが、多摩NTに広がる緑のネッ
トワークは総延長が40kmを超えていると言われています。ぜひ一度、
さまざまな住宅を見ながら散歩をしてみてはいかがでしょうか。

屋がついています。

＊1） 無秩序に開発が広がっていくこと　
＊2） 2005年度末に事業としては完了した

深井 祐 紘 
FUKAI Yoshihiro

建築学部 建築学科
准教授 /博士（工学）　
建築計画研究室

もんでん ゆうこ
線画家 金融機関やJR東日本情報誌などのイラストを制作。2019年より平和、動物
をテーマに制作を始め横浜赤煉瓦倉庫、NU茶屋町（大阪）などで作品を発表する。
2022年には多摩平の森アートプロジェクトに参加、壁画（2m×5m）を描く。人と人と
を繋ぎ、暮らしを豊かにするアート制作を続ける。日野市南平にアトリエを構える。

プロムナード多摩中央の
プラス１住宅

ペデストリアンデッキの
傾斜を測る学生

自然地形を活かした
立体的な歩車分離構造

鶴牧山からの景色

COLUMN

わくわく機械屋
#01

舫
も や

う

COLUMN

研究前にひと休み
#01

船も好きです。なによりも、気づかないほどの静かな動き出しに、
気品を感じます。電車や自動車と異なり、振動や加速度を感じない
船の動き出しは優雅でもあります。旅にうかれていると、いつ動き出
したのかに気づかないことが度々です。出港のドラを待っていても、
気づくと離岸していたりします。船は桟橋にロープで舫います。船を
つなぎ止めるロープを舫い綱と呼びます。

学生の頃、北海道洞爺湖の遊覧船を舫うアルバイトをしていまし
た。このときの経験・思い出と共に、船の出入港、桟橋への着船が
たまらなく好きなのです。
ぼくは桟橋の上で、大きな船が近づいてくるのを待ちます。湖であっ
ても、その日の風によって、船長さんによって、アプローチは異なり
ます。船首か船尾が桟橋に近づくと、船員さんから舫い綱が桟橋上
に投げ渡され、重い舫い綱を拾い上げて、手足を巻き込まないよう
注意して慌てず急いでビットに巻き付けます。この舫い綱を引き締め
たり、緩めたり、船長さんの操船を補助して、桟橋に着船させ、お
客さんが乗り降りできるようにするのが仕事でした。やりがいと共
に、楽しかったなぁ～。

船は、ぷかぷかと浮いているので、水や風の流れとともに動きま
す。碇を下ろすか、舫わないと、船はどこかに流れていくのでしょう。
このことが、船の気品ある起動の由です。つまり、船はとても動き
易い乗り物です。物理的に、動き出しの抵抗がとても小さいのです。
ゆっくり動くとき、走行抵抗も小さく、大きな船体に重い荷物、多く
の人を乗せて運ぶのにとても適しています。少ないエネルギーで重
い荷物を動かす指標の輸送効率で乗り物を比較すると、船はダント
ツの１位です。
また、日本国内では7500年前の丸木舟が千葉県で確認され、さ
らに遠い昔、約35000年前の石器時代には、海を越えた黒曜石の
移動が確認されていて、人は船を使っていたものと考えられていま
す。船は、とても古くから発達してきた乗り物で、人間による「もの
つくり」の歴史にもロマンを感じます。

参考書： 『よくわかる最新船舶の基本と仕組み』
  川崎豊彦著（秀和システム）

宮本 岳史
MIYAMOTO Takefumi

理工学部 総合理工学科　教授 / 博士（工学）
鉄道車両の運動と機械力学の研究室
趣味はフィルム面とレンズを捻ってパンフォーカス写真を撮ること。
被写体は葉っぱや木、林または寺や神社の柱の木目などが好きです。
趣味はフィルム面とレンズを捻ってパンフォーカス写真を撮ること。
被写体は葉っぱや木、林または寺や神社の柱の木目などが好きです。

冨宿 賢一
FUHSHUKU Ken-ichi

理工学部 総合理工学科
教授 / 博士（理学）

生物機能有機化学研究室

冨宿先生の普段されている研究を教えてください。

タンパク質の「酵素」を使って「有機合成」を行い、香料や化粧品、
農薬、医薬品など、多くの分野で役に立つ化学物質を作り出す研究
を行っています。

ぜひ今日は暮らしの役に立つ「酵素」について教えてください。

例えば、味噌や醤油、お酒などの醸造や、パンの製造では、コウジ
カビや酵母などの微生物が利用されています。発酵とよばれる過程
で起こる化学反応の触媒として、微生物がもつ酵素が働いているわ
けです。

ほほう。微生物と酵素はどのような関係なのですか？

私たちはまず目的の化学反応を触媒する酵素を探すために、自然界
の微生物を探すところから始めます。微生物の中にはたくさんの酵
素が含まれていて、微生物は培養によって短時間で増殖できるので、
繰り返し利用するにも都合がいいです。

ふむふむ。目的の酵素を見つけ出すために、まずは微生物を探すのですね。具
体的にはどうやって探すのでしょうか。

まず、あちこちの土地から土を採取して集め、目的とする化学反応
が起きそうな環境を試験管の中で用意します。その予想が当たると、
その化学反応を起こした方が都合の良い微生物が優先して増え続け
ます。

土地によって、微生物の種類が違うのですか。

土地によって全然違うので旅先でスプーン一杯分の土を集めて持ち
帰ることもあります。特殊な環境に生きる微生物は面白くて、たと
えば、温泉や火山、深海など、温度やpH、塩分などの過酷な環境
で生育するような微生物もいます。これらの極限環境で生育するよ
うな微生物は、特殊な酵素をもっているわけです。

ふむふむ。そういえば、ペットボトルなどのPET樹脂を分解する微生物が日本
で発見されたというニュースを見たことがあります。

最近では、海洋に流出するプラスチックごみが世界的にも問題となっ
ていますが、これらを分解する微生物や酵素の研究なども盛んに行
われています。

なるほど。まだまだわからない膨大な微生物が生息していて、地道に掘り起こし
ていく感じでしょうか。まるで宝探しですね！

そうですね。私はこの酵素が示す機能を、いらないモノや厄介なモ
ノを分解するのではなく、新しいモノや役に立つモノを合成するの
に活かす研究も行っています。次回はその話をしましょうか。

楽しみです！ 冨宿先生ありがとうございました！

酵素研究は

まるで宝さがし！？
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産学公連携の制度

産学公連携の体制

1 2 3
本学では企業や公的機関等との共同研
究、及び受託研究を積極的に推し進めて
います。共同研究では、本学の研究者と
企業等からの研究者が共通の研究課題
に共同で取り組みます。受託研究では、
企業等の委託を受けて、本学の研究者
が研究を実施します。その他、技術相談
にも応じています。

産業界等に、特許を含む本学の知的財
産を積極的に活用していただくことを基
本方針としています。本学が創出した知
的財産を適切に権利化し、それを産業界
に活用していただくことで、社会の競争
力と生産性を向上させる基盤の革新（イ
ノベーション）を目指します。

本学は、地域社会への貢献のために、そ
の分野を専門とする教員を派遣したり、
キャンパスを活用した事業を地域社会と
一体となって積極的に実施しています。
総合大学の強みを活かし、多様な分野
でのニーズに応えた支援を展開していき
ます。

研究協力 知的財産の提供 地域貢献

明星大学 連携研究センター

産学公連携のご案内
明星大学連携研究センターでは、産学公連携を戦略的に展開し、
研究成果の社会還元を、積極的に進めてまいります。是非お気軽にご連絡ください。

産学公連携に
関する
ご相談窓口

明星大学 連携研究センター
〒191-8506東京都日野市程久保2-1-1
E-mail: liaison@meisei-u.ac.jp

https://corec.meisei-u.ac.jp/

研究協力 知的財産の提供 地域貢献

研究設備の共同利用

技術研修

講師の派遣共同研究 受託研究

技術相談

実施許諾 権利譲渡

明星大学
連携研究センター連携研究センター連携研究センター連携研究センター

明星SATOYAMAプロジェクト

理工学部の齊藤剛教授（燃焼工学研究室）
は、学内の自然環境や資源に注目し、落葉
を使ったペレット材の燃焼剤としての有効性
を実験しています。齊藤教授の専門分野は熱
工学とエネルギー科学。燃焼、レーザー着火、
バイオマス燃焼などを研究しています。
「街中ではただのゴミとなってしまう落ち葉
ですが、学内の膨大な落ち葉を利用して落葉
ペレットを作ることができます。落葉ペレット
であっても木質と同程度の発熱量を出すこと
が可能です。落葉を乾燥させ、破砕したもの
の水分量を調整し、圧縮成形してペレットを

作ります。落ち葉や間伐を作ったバイオ燃料
は化石燃料に比べて温室効果ガスの排出や
大気汚染の削減に貢献することができるエコ
なエネルギーです」
齊藤先生の研究は落葉ペレット制作のため
の治具の設計、製作からはじまり、そのまま
では脆い落葉ペレットの硬度を明らかにし、
運搬に耐えられるほどの強度を持たせる工夫
を考えていくことまで、多岐にわたります。さ
らに強度を増すことができれば、落ち葉ブリ
ケットや人工薪への応用も考えられます。
この齊藤先生の研究室（燃焼工学研究室）
では、学生たちが移動式のピザ窯を自作して
います。また、ピザを焼くためのエネルギー
を学生たちの手で作り出し学内で完結させて
いる点も特徴的です。「里山などで間伐した
丸太を1年間乾燥させ薪を作ります。来年の
後輩のために倉庫で1年干し、代々引き継ぎ
ながら行っているこのプロジェクトは今年で
6年目です」

学生たちが改良を重ねている移動式ピザ窯
は現在3代目。壁からの「ふく射熱」を利用
できる形状にする等、効率化を図るために試
行錯誤しているとのこと。
自作のピザ窯で120秒ほどの短時間で焼
き上げるピザのため、外側は香ばしくカリカ
リに、内側はしっかりうまみがあります。専
門店のようにふちに黒い焼き目がつき美味し
いと、学部を超えて大好評です。この焼き立
てのピザは、例年学園祭で出店している他、
上記のSATOYAMAプロジェクトのワーク
ショップ参加者たちにも提供されました。

燃焼工学から見たピザ窯

ワンキャンパスに9学部1学環が集結した総合大学である強みを生かし、
各学部の教員がそれぞれの視点や専門性を持ち寄り、掛け合わせ、
「多摩の里山を楽しむキャンパス」というコンセプトで活動している「明星SATOYAMAプロジェクト」。
このコーナーでは、学内の自然環境・資源・歴史に着目し、
その活用と地域連携について考える活動の報告と、それに携わる教員の紹介をしていきます。

鳥からみる「みとりワークショップ＋フィールドワーク」

自分たちの身近にどのような鳥がいるのか。
また、その鳥からみるとこの地域はどのよう
に見えているのか。今回は2024年3月9日
に行われた、鳥からみる「みとりワークショッ
プ＋フィールドワーク」をレポートします。
当日は、地域の参加者に向けて大学内の
生態系と生息する鳥についての講座（理工学
部　柳川亜季准教授と八王子・日野カワセミ
会事務局長　佐藤哲郎氏）と自然観察をする
フィールドワークを行い、敷地内に残る昔道
を歩きました。柳川准教授は生態調査の結果
を他学部に共有し、そのフィードバックを緑
地整備に生かす活動もしています。その後の
ワークショップでは二つのグループに分かれ、
陶器の鳥の皿づくり（デザイン学部　塩野麻
理教授）と木のバードハウスづくり（木工デザ
イナー　大沼勇樹氏）を行いました。
フィールドワークで集めた葉っぱを使って
鳥のうつわを作ったり、地域に生息する小鳥
を思い浮かべながら鳥小屋をつくったりと、
自然を通した交流を楽しみました。
今回、このワークショップを企画したデザ
イン学部　萩原修教授にお話を聞きました。
「ネイチャー（自然）とカルチャー（文化）は対

義語とされ、デザインは人工的なモノ・コト
が中心でしたが、近年では環境問題もあり、
自然との関係を大事にするようになってきて
います」と萩原教授。多摩エリアは23区とは
異なる成り立ちがあり、多摩で暮らす人たち
にもっと地域のことを伝えていきたいと、様々
なプロジェクトをデザインすることで「きっか
け」をつくり続けているとのこと。その一つに、
みどりのオープンキャンパスという、多摩丘
陵の10大学を巡る企画もありました。「大学
を地域に開き、『共有の資源』を活かす意識で

つながることで、この地域をもっと面白くして
いきたいですね」

SATOYAMAプロジェクトHP
今回ご紹介したプロジェクトは、
ぜひ動画でもご覧ください。

「みとり絵図」パンフレット
このイベントで作成した
パンフレット「みとり絵図」は
ダウンロードすることができます。
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